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保健体育科学習指導案 

呉市立広中央中学校 

指導者 宮内 雅美 

１ 学 年  第３学年 
 
２ 単元名  健康な生活と疾病の予防（喫煙，飲酒，薬物乱用と健康） 
 
３ 単元について 

○単元観 

  本単元では，人間の健康は，主体と環境がかかわり合って成り立つものであることを 
理解し健康を保持増進し，疾病を予防するためには，それにかかわる要因を知り，その 
要因に対する適切な対策を理解できるようにする。特に喫煙，飲酒，薬物乱用などの行 
為は，心身に様々な影響を与え，健康を損なう原因となること，またそのような行為は， 
好奇心，なげやりな気持ちなど個人の心理状態や人間関係，社会環境などによって助長 
されることを知り，どのような場面においても，適切に対処することができる力をつけ 
ることをねらいとしている。 

○生徒観 

  中学生の時期は，周囲の人々や社会環境に影響を受けやすく，喫煙・飲酒・薬物乱用

などに興味・関心をもっている生徒もいる。しかし，心身への悪影響または，生命への危

険など，本当の恐ろしさはわかっていない。乱用のきっかけが，友だちや先輩に誘われた

り，好奇心などの理由から安易に手を出してしまう傾向にあると考えられる。 

○指導観 

  喫煙，飲酒，薬物乱用と健康については小学校でも学習しているが，心身への悪影響

についてパンフレット，視聴覚教材などを活用してさらに知識が深められるようにする。

また，正しい知識の理解のみに留まらず，薬物乱用のきっかけや誘いに対して適切な思

考・判断を行い，どのような対処の仕方をすればよいか，またどのように断ればよいか，

班別活動でのケーススタディを通して実践力を高めていきたい。 
 
４ 単元目標 
（１） 喫煙，飲酒，薬物乱用と健康の関係について関心を高め，課題解決に向けて進んで 

仲間と協力しながら学習することができる。 

（２）喫煙，飲酒，薬物乱用などの行為は，個人の心理状態や人間関係，社会環境が影響

することからそれらに適切に対処する必要があることを理解できる。 

（３）喫煙，飲酒，薬物乱用が心身に様々な影響を与え，健康を損なう原因となることを

正しく理解することができる。 
 



 - 2 -

５ 単元の学習指導計画（全１６時間） 
  健康な生活と疾病の予防 

○健康の成り立ちと疾病の発生要因 ・・・２時間 
（ア） 健康の成り立ち 
（イ） 主体と環境要因 

  ○生活行動・生活習慣と健康    ・・・４時間 
（ア） 食生活と健康 
（イ） 運動と健康 
（ウ） 休養及び睡眠と健康 
（エ） 調和のとれた生活と生活習慣病 

  ◎喫煙，飲酒，薬物乱用と健康   ・・・５時間 
（ア） 喫煙と健康 
（イ） 飲酒と健康 
（ウ） 薬物乱用と健康 
（エ） 薬物乱用防止の意志決定と行動選択 

  ○感染症の予防          ・・・３時間 
（ア） 感染症の原因とその予防 
（イ） エイズ及び性感染症の予防 

  ○個人の健康と集団の健康     ・・・２時間 
 

時間 項 目 学 習 内 容 関 思 知 評価規準 

 １ 喫煙と健康 ・たばこの煙に含まれる有害物質（ニコチン・

タール・一酸化炭素）の心身への害について

知る。 

・喫煙による様々な急性影響がある。 

・喫煙の常習化により，肺がんなど様々な病気

を起こしやすくなる。 

・未成年者の喫煙は身体影響が強く現れる，ま

た，依存性があるため長く連用することで身

体をむしばむことになる。 

 

 

 

○

  

 

 

◎ 

 ２ 飲酒と健康 ・アルコールの心身への影響について知る。 

・未成年からの飲酒は依存性になりやすいこと

を知る。 

・急性中毒により意識障害を起こすことなどの

怖さや依存症による健康障害について理解す

る。 

 

 

○

  

 

◎ 

喫煙，飲酒，薬物乱用と健康

について関心をもち，すすんで

課題を見つけようとしたり，仲

間と協力して資料収集をした

りして意見を交換するなど，意

欲的に課題解決に取り組んだ

りしようとしている。 

〔関心・意欲・態度〕 

 

喫煙，飲酒，薬物乱用につい

て課題を解決するために科学

的に考え，適切な意志決定や行

動選択を考えたり判断したり

している。 

〔思考・判断〕 
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 ３ 薬物乱用と健康 ・薬物乱用とはどのようなことかを知る。 

・有機溶剤，覚せい剤，大麻などの摂取による

心身への悪影響について知る。 

・覚せい剤などの薬物は強い依存症や耐性，フ

ラッシュバックなどを引き起こすことを知る。 

・薬物乱用は心身の健全な発育や人格形成を阻

害し，犯罪を起こすなど社会的にも深刻な影

響を及ぼす。 

 

 

 

○

 

 

 

◎

 

 

 

○ 

４ 

５
（
本
時
） 

薬物乱用防止の

意志決定と行動

選択 

・薬物乱用が将来の目標や夢の実現の妨げにな

ることを知る。 

・薬物乱用のきっかけに関わる心理社会的要因

について考える。 

・ケーススタディを通して，周囲の人々の誘惑

に負けない意志決定と行動選択ができるよう

にする。 

・効果的な断り方について考える。 

 

 

○

 

 

◎

 

 

○ 

喫煙，飲酒，薬物乱用の身体

に与える影響を正しく理解し，

自分の生活に役立つ知識を身

につけている。 

〔知識・理解〕 

 

６ 本時の目標「５／５」 

「薬物乱用」が自分たちの目標や夢の妨げになることを知り，ケーススタディを

通して実践力を身につける。 

７ 学習の展開 
 

学  習  活  動 

指導上の留意事項（◇） 

「努力を要する」と判断した生

徒に対する手だて（◆） 

 

評価規準 

 

評価方法 

１．自分たちの目標や夢を思い描

く。 

  観察 

２．「薬物乱用」が自分たちの目標

や夢の実現の妨げになることを

知る。 

◇｢勇気｣｢希望｣「自由」「成長」

などの妨げになることを理解さ

せる。 

  

３．薬物の心身への悪影響につい

て確認する。 

 ・資料（パンフレットなど）で

これまでの学習の確認をする。

  

◇薬物についての適切な資料 

（パンフレット）やインターネ

ットで検索した情報などを提供

し，確認させる。 

 

 

・既有の知識を確

かめたり，新しい

情報を見つけた

りして理解を深

めている。 

（知・理） 

観察 
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４．薬物乱用のきっかけについて

考える。 

・グループで話し合い，発表す

る。 

 

◇薬物に手を出してしまう心理

的要因を考えさせる。 

◆グループで話し合いが深めら

れるように支援する。 

 

 

 

 

 

 

話し合い 

ワークシート

 

 

 

５．薬物乱用の誘惑に対する対処

の仕方を考える。 

 ・シナリオのプレッシャーに 

ついて考える。 

 

 

◇誘いのシナリオにせりふが書

き込めるワークシートを用意 

し，各自で考えさせる。 

（シンナーについて扱う） 

◆自分なりの意見を自由に出さ

せる。 

･学んだ知識をふ

まえながら，自分

のせりふを考え

ている。 

（思・判） 

 

ワークシート

 

 

 

 

 

６．ケーススタディを通して実践

力を身につける。 

 ・グループで代表を選び，ケー

ススタディをもとに，声に出し

て発表する。 

 

 

 

◇誘い役は教師が行い，各グル

ープを順に回って，発表できる

ようにする。 

◆グループの中で自信を持って

発表できるように，声かけをす

る。 

◇演技者，観察者が相互に評価

し合えるように工夫する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察 

ケース スタ

ディ 

発表 

 

 

 

 

 

７．薬物乱用の誘惑に対して効果

的な断り方ができたか確認す 

る。 

  ・誘惑に対してどのように断れ

ばよいか，何が大切か，グルー

プで話し合い，発表する。 

 

◇効果的な断り方についてまと

める。 
・グループの仲間

と協力して意欲

的に課題解決に

取り組んでいる。

（関・意・態） 

観察 

話し合い 

 

 

 

 

 

 

８．自分の考えやまとめをワーク

 シートに記入する。 

  ワークシート

観察 

 

 


